
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 
平成 25 年 8 月 30 日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、腎移植後に妊娠・出産を経験したレシピエントの体

験を質的に明らかにすることである。生体腎移植施行後、妊娠・出産し、現在育児中にある女

性 3名のライフヒストリーを構成した。移植前は子どもを授かることをあきらめていたレシピ

エントは、移植によって、子どもを産み、育てることができたことに感謝し、生きがいを感じ

ていた。一方、多忙な子育てにより健康管理が不十分となり、腎臓が悪くなることへの不安や

恐怖を抱いていることが明らかとなった。 

 
研究成果の概要（英文）：The goal of this study is to understand the experience of pregnancy 
and childbearing for kidney transplant recipients. We performed the life history of three 
mothers who became pregnant and delivered their children after receiving kidney 
transplantation. Recipients who gave up on the possibility of motherhood before they 
received kidney transplantation feel strongly their purpose is the birth and raising of the 
children. On the other hand they suffer from anxiety as the stress of raising children leads 
them to poor health maintenance. 
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１．研究開始当初の背景 

 

わが国において 2010 年 7 月 17 日、改正臓

器移植に関する法律が全面施行された。本人

の意思が不明でも家族の承諾があれば臓器

提供が可能となり、ますます臓器移植が増え

ることが予測される。移植医療の著しい進歩

に相まって、臓器移植患者（レシピエント）

の妊娠・出産も増加しており、今までに、腎

臓、肝臓、肝臓―腎臓、膵臓―腎臓、心臓、

心臓―肺、肺の移植後の妊娠成功例が報告さ
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れている（Vincent T.A, et al，2004）。 

結婚、妊娠、出産は女性のライフサイクル

にとって重要な意義があり、臓器移植を受け

た女性にとってもそれは同様であると考え

る。健全な女性にとって妊娠は安全とみなさ

れているが、臓器移植後のレシピエントの妊

娠は、免疫抑制剤による胎児発育への影響、

妊娠による移植臓器機能への影響という問

題があり、さまざまなリスクを伴うことが述

べられている（今中ら，2000）（梅田ら，1994）

（東間，2005）。腎移植を受けたレシピエン

トにおいて、移植医療に関する医師および看

護師の認知は、移植医療に対する満足度に影

響を与えることが報告されている（野副，

2003）。看護師が腎移植後の妊娠・出産につ

いての専門的知識を持ち、レシピエントの心

情を理解してケアすることは腎移植後に妊

娠・出産するレシピエントの Quality Of Life

（以下 QOL）を高めることにつながると推

察される。しかしながら、腎移植後の妊娠・

出産に関する看護支援についての既存の研

究は乏しく、レシピエントの心理的側面に焦

点を当てた研究は国内外ともに行われてい

ないのが現状である。腎移植後、肝移植後の

レシピエントともに拒絶反応や合併症の恐

れを抱えており（林，1997）（習田ら，2008）、

臓器移植後に妊娠・出産するレシピエントが

抱く恐れや不安は計り知れない。臓器移植後

のレシピエントがより安全に安心して妊

娠・出産ができるよう支援する必要があり、

臓器移植後に妊娠・出産を経験したレシピエ

ントの体験と心情の解明が期待される。 

 

２．研究の目的 

 

本研究では、我が国における腎移植後に妊

娠・出産を経験したレシピエントの体験を質

的に明らかにする。臓器移植後の妊娠・出産

に対する看護援助モデルを開発するための

基礎研究を行う。 

 

３．研究の方法 

 

(1) 研究参加者の選定 

研究参加者の選定は、まず臓器移植施行施

設に研究協力を打診した。身体的・心理的に

研究協力に支障がないと医師が判断する腎

移植後に妊娠・出産を経験したレシピエント

を紹介してもらい、研究者がレシピエントへ

研究依頼書をもとに研究の概要を説明し、研

究への協力に同意を得られた人を研究参加

者とした。 

 

(2)データ収集期間 

平成 23 年 10 月～平成 24 年 3 月 

 

(3)データ収集方法 

生体腎移植施行後、妊娠・出産し、現在育

児中にある女性 3名を対象に半構造的面接を

行い、得られたデータから逐語録を作成した。 

 

(4)分析方法 

作成した逐語録を繰り返し読み全体像を

把握した。次に、逐語録を＜クロノロジカル

な時間＞＜ライフサイクル的な時間＞＜歴

史的な時間＞＜現在という時間＞という時

間を示す言葉に注目して読み、まとまりごと

に出来事としてとらえ、研究参加者のライフ

ヒストリーを構成した。出来事とその時の感

情に注目し、腎移植、妊娠および出産が研究

参加者にとってどのように意味づけられて

いるかに着目して、3 名のライフヒストリー

を比較検討した。 

 

(5)倫理的配慮 

倫理的配慮として研究参加者に研究概要、

プライバシーの保護、自由意思の尊重につい

て説明し、研究参加への同意を得た。なお本



研究は、研究者の所属機関の倫理審査委員会

の承認を受けて実施した。 

 

４．研究成果 

 

(1)結果 

研究参加者の年齢は 34～42 歳、移植後か

ら初産までは 4.67±2.08 年であった。 

腎移植後に妊娠・出産を経験したレシピエ

ントのライフヒストリーには、【疾患罹患か

ら腎移植に至るまで】【腎移植後から妊娠ま

での時期】【妊娠から出産までの時期】【出

産後から現在までの時期】【現在という時間】

の 5 つの時期が存在していた。下記に一例を

示す。なお、わかりにくい表現は（ ）で言

葉を補った。 

【疾患罹患から腎移植に至るまで】におい

ては、疾患罹患初期の頃は「もうずっと透析

なのだと思っていました。」「（腎移植は）

もう夢のまた夢という感じのことだと思っ

てました。」と腎移植という治療についての

知識がないことが目立った。腎移植を決意し

た理由は「赤ちゃんが産みたい」「透析が終

わるのなら」という思いで、妊娠への関心は

【疾患罹患から腎移植に至るまで】の時期か

ら存在していた。 

【腎移植後から妊娠までの時期】において

は、「（移植後の妊娠は）2 年は空けましょ

って言ってて…。」と忠実に医師の指示を守

り、医師から妊娠の許可が出ることを心待ち

にしていた。 

【妊娠から出産までの時期】においては、

妊娠がわかった時、「涙がポロポロ出てきて、

よかった、ここまで頑張ってきて。」「妊娠

が分かった後の検査薬をずっと置いていた

ぐらいうれしかったです。」と格別な喜びで

あることを表現した。腎機能の悪化や胎児へ

の薬剤の影響に対する不安は、胎児が大きく

なるとともに「きっと大丈夫」という自信に

変わっていた。 

 【出産後から現在までの時期】においては、

「夫婦 2 人でも楽しかったけれども、倍楽し

いから、やはり楽しいことがもっと増えたか

ら…」と子どもがいる幸福をかみしめていた。

一方で、「いつ透析に戻るかというのは常に

不安です。」「いつおしっこ出なくなるかと、

夢もすごく見るし…」と自分が腎移植レシピ

エントであるがゆえの気がかりを抱えてい

た。さらに、「子どもがなるようなもの（感

染症）になるから、やはり薬のせいにしたら

いけないだろうけれども、免疫抑制している

というのが大きいのか…。」「子育てをして

いるとしんどいから、やはり腎機能は悪くな

ったり、たまに今も風邪をひいたりはしやす

いし、どうしても子どもがもらうと絶対にも

らうし…。」と出産後の度重なる身体の不調

に悩まされていた。それらは、「自分のこと

は後回しになります。」と子ども中心の生活

で不十分な健康管理であることが原因とと

らえていた。さらに、子どもは母親の入院に

よってストレスを抱え、子どもが心配だから、

子どものために入院は避けたいこと、入院し

なければならないときは必要とする医療的

サポートを柔軟に受けられるようにしてほ

しいことを語った。一人で子育てすることは

大変で、「そういう（恵まれた）環境があっ

ての子育てなので…」と語り、家族や友人に

支えられている自分を感じていた。 

【現在という時間】においては、「一番素

晴らしい体験をさせてもらったと思ってい

ます。」「人生の中で、私の中では一番幸せな

瞬間だったし、今、一番幸せな時をあの子に

与えてもらっているとすごく思っていま

す。」と妊娠・出産をとらえ、移植したこと

で子どもを産み、育てることができたことに

感謝し、生きがいを感じていた。さらに「普



通の、移植も病気もしていなくて産んだのと

また違う感覚だと思います。感謝の塊と言う

か、子どもが…。」「自分の人生がこれでよ

かった、自分を信じてきてよかった」と移植

をして子どもを授かったことは、今までの苦

しい治療を含めて自分の人生を受け入れる

ことにつながっていた。 

 

(2)考察 

移植前は子どもを授かることをあきらめ、

辛く苦しい治療を乗り越えてきたレシピエ

ントは、移植によって、子どもを産み、育て

ることができたことに感謝し、生きがいを感

じていた。さらには、自分自身のこれまでの

人生を受容することにつながっていた。これ

は、「普通の母親とは違う感覚」とレシピエ

ントが表現しているように、腎移植レシピエ

ントにとって妊娠・出産とは特別な意味をも

っているといえる。 

一方で、多忙な子育てにより健康管理が不

十分となり、腎臓が悪くなることへの不安や

恐怖を抱いていた。子どものために健康であ

りたいと思う気持ちが、レシピエント自身の

健康管理行動につながるよう支援していく

必要があると考える。 

また、妊娠・出産の体験は【妊娠から出産

までの時期】に限定せず、【疾患罹患から腎

移植に至るまで】の時期から継続した過程で

表現された。妊娠が可能な年齢の女性が腎移

植を選択した際には、腎移植に至るまでの段

階において妊娠・出産に対する情報提供を行

い、レシピエントや配偶者とともに家族計画

について考えることが必要である。腎移植後

に妊娠・出産したレシピエントの体験を理解

し、各時期に応じたサポートを行っていくこ

とが重要と考える。 
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